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Ｈ８ＳＸ１６２２    ボードコンピュータ 取扱説明書 
初版 ２００９．３．２６ 

第１版 ２０１０．８．１２ 寸法図 追加 

ＲｏＨＳ指令準拠品 「ＢＣＨ８ＳＸ１６２２」 
                                   有限会社 ビーリバーエレクトロニクス 

 

●Ｈ８ＳＸ１６２２特徴 
 

【ハードウエア】 

 Ｈ８／３００、Ｈ８／３００Ｈ、Ｈ８Ｓ各ＣＰＵ上位互換マイクロコンピュータ。 

 内部３２ビットバス幅、外部８，１６ビットバス幅シングルチップＣＩＳＣマイクロコンピュータ。 

２段パイプライン＋インストラクションＦＩＦＯ構成により１命令／１クロックを実現。 

ＣＰＵ：汎用レジスタ １６ビット×１６本。４Ｇバイトのリニアなアドレス空間。 

 高速動作 最大動作周波数：５０ＭＨｚ  

メモリ：３．３Ｖ単一リード、ライト可能 フラッシュＲＯＭ ２５６Ｋバイト ，ＲＡＭ２４Ｋバイト内蔵 

 Ａ／Ｄコンバータ：１０ビット分解能×８、サンプル＆ホールド付き 

      ：１６ビット分解能 ΔΣ方式Ａ／Ｄ ×６ 

 Ｄ／Ａコンバータ：８ビット分解能×２ 

 Ｉ／Ｏポート：入出力端子 ７４本、入力専用端子 １７本 

他、ＤＭＡコントローラ、データトランスファコントローラ、１６ビットタイマ×６、８ビットタイマ×２、プ

ログラマブルパルスジェネレータ、ウオッチドッグタイマ×１、シリアルコミュニュケーションインターフェイ

ス×５、Ｉ２Ｃバスインターフェイス内蔵。ＬＱＦＰ－１４４ピンパッケージ。 

【ソフトウエア】 

 命令数Ｈ８＝５６、Ｈ８Ｓ＝６９（２４００シリーズ）種類に対して８７種類。追加されたのは３２ビット乗算 

 ／除算命令、ビットシフト命令強化、条件付ビットセット／クリアの強化、ビットフィールド転送命令、ブロッ 

 ク転送命令、複数レジスタの退避、復帰。 

  Ｈ８／３００Ｈ上位互換なのでＨ８／３０４８、Ｈ８／３０ｘｘ、Ｈ８Ｓ２ｘｘｘ、Ｈ８Ｓ２６ｘｘ等々  
 Ｈ８／３００Ｈ、Ｈ８Ｓ／２０００、Ｈ８Ｓ／２６００コアを使用したマイコン用に作成されたプログラムが動 

 作します。 
 

●ＣＰＵボード構成 
 ＣＰＵ Ｈ８ＳＸ１６２２（Ｒ５Ｆ６１６２２ＦＰＶ） ５０ＭＨｚ動作 

ＲＯＭ 内蔵フラッシュＲＯＭ ２５６Ｋバイト 

ＲＡＭ 内蔵ＲＡＭ ２４Ｋバイト    

 

[ＲＯＭ，ＲＡＭメモリアドレス表］ 

メモリ種類 メモリマップ 

内蔵フラッシュＲＯＭ ００００００Ｈ－０３ＦＦＦＦＨ 

内蔵ＲＡＭ ＦＦＦ６０００Ｈ－ＦＦＦＢＦＦＦＨ 

  

 ＲＳ－２３２Ｃポート（レベルインターフェィスＩＣ付き） ２ｃｈ 

  ＳＣＩ２，４使用。シリアルリモートデバッカ使用時も他のＲＳ－２３２Ｃ １ｃｈをユーザー使用可能。 

 電源  ３．３Ｖ単一 ６０ｍＡ(電源ＯＮ時) 通常２００ｍＡ以上 が必要。オンボード電源ノイズフィルタ搭載。 

  ご注意：本製品は３．３Ｖを外部より供給してください。仮に５Ｖを印加された場合、ＣＰＵの絶対最大定格４．

６Ｖを超えますのでＣＰＵの永久破壊になる場合があります。ご注意願います。 

基板サイズ ７２×６２×１２（Ｈ）ｍｍ  

 基板仕上げ 金メッキ 

 ＲｏＨＳ指令準拠 基板、部品、半田付け全ての工程でＲｏＨＳ指令準拠仕様。 

  

●ﾋﾟﾝ配置 
【ＣＮ１】  ２．５４ｍｍ ピッチ ２列×２０＝４０ピン  ピンヘッダは実装されておりません。 

１ ＡＮＤＳ５Ｎ ２ ＡＮＤＳ５Ｐ 

３ ＡＮＤＳ４Ｎ ４ ＡＮＤＳ４Ｐ 

５ ＡＮＤＳ３ ６ ＡＮＤＳ２ 

７ ＡＮＤＳ１ ８ ＡＮＤＳ０ 
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９ Ｐ５７/ＡＮ７/ＤＡ１/＿ＩＲＱ７-Ｂ １０ Ｐ５６/ＡＮ６/ＤＡ０/＿ＩＲＱ６-Ｂ 

１１ Ｐ５５/ＡＮ５/＿ＩＲＱ５-Ｂ １２ Ｐ５４/ＡＮ４/＿ＩＲＱ４-Ｂ 

１３ Ｐ５３/ＡＮ３/＿ＩＲＱ３-Ｂ １４ Ｐ５２/ＡＮ２/＿ＩＲＱ２-Ｂ 

１５ Ｐ５１/ＡＮ１/＿ＩＲＱ１-Ｂ １６ Ｐ５０/ＡＮ０/＿ＩＲＱ０-Ｂ 

１７ ＮＩＭＩ １８ Ｐ３０/ＰＯ８/ＴＩＯＣＡ０/＿ＤＲＥＱ０-Ｂ

/＿ＣＳ０/＿ＣＳ４/＿ＣＳ５-Ｂ 

１９ ＿ＳＴＢＹ ２０ Ｐ３１/ＰＯ９/ＴＩＯＣＡ０/ＴＩＯＣＢ０/＿

ＴＥＮＤ０－Ｂ/＿ＣＳ１/＿ＣＳ２-Ｂ/＿ＣＳ

５-Ａ/＿ＣＳ６-Ｂ/＿ＣＳ７-Ｂ 

２１ Ｐ３２/ＰＯ１０/ＴＩＯＣＣ０/ＴＣＬＫＡ-Ａ

/＿ＤＡＣＫ０-Ｂ/＿ＣＳ２-Ａ/＿ＣＳ６-Ａ 

２２ Ｐ３３/ＰＯ１１/ＴＩＯＣＣ０/ＴＩＯＣＤ０/

ＴＣＬＫＢ-Ａ/＿ＤＲＥＱ１-Ｂ/＿ＣＳ３/＿

ＣＳ７-Ａ 

２３ Ｐ３４/ＰＯ１２/ＴＩＯＣＡ１/＿ＴＥＮＤ１-

Ｂ 

２４ Ｐ３５/ＰＯ１３/ＴＩＯＣＡ１/ＴＩＯＣＢ１/

ＴＣＬＫ-Ａ/＿ＤＡＣＫ１-Ｂ 

２５ Ｐ３６/ＰＯ１４/ＴＩＯＣＡ２ ２６ ＿ＲＥＳ 

２７ Ｐ３７/ＰＯ１５/ＴＩＯＣＡ２/ＴＩＯＣＢ２/

ＴＣＬＫＤ-Ａ 

２８ Ｐ１７/Ｄ１５/ＴＭＯ７ 

２９ Ｐ１６/Ｄ１４/ＴＭＯ６ ３０ Ｐ１５/Ｄ１３/ＴＭＯ５ 

３１ Ｐ１４/Ｄ１２/ＴＭＯ４ ３２ Ｐ１３/Ｄ１１ 

３３ Ｐ１２/Ｄ１０ ３４ Ｐ１１/Ｄ９ 

３５ Ｐ１０/Ｄ８ ３６ Ｎ．Ｃ 

３７ +３.３Ｖ ３８ +３.３Ｖ 

３９ ＧＮＤ ４０ ＧＮＤ 

 

【ＣＮ２】  ２．５４ｍｍピッチ ２列×１７＝３４ピン  ピンヘッダは実装されておりません。 

１ ＰＥ０/Ａ８ ２ ＰＥ１/Ａ９ 

３ ＰＥ２/Ａ１０ ４ ＰＥ３/Ａ１１ 

５ ＰＥ４/Ａ１２ ６ ＰＥ５/Ａ１３ 

７ ＰＥ６/Ａ１４ ８ ＰＥ７/Ａ１５ 

９ ＰＦ０/Ａ１６ １０ ＰＦ１/Ａ１７ 

１１ ＰＦ２/Ａ１８ １２ ＰＦ３/Ａ１９ 

１３ ＰＦ４/Ａ２０ １４ ＰＡ７/Ｂｏ 

１５ ＰＡ６/＿ＡＳ/＿ＡＨ/＿ＢＳ/-Ｂ １６ ＰＡ５/＿ＲＤ 

１７ ＰＡ４/＿ＬＨＷＲ/＿ＬＵＢ １８ ＰＡ３/＿ＬＬＷＲ/＿ＬＬＢ 

１９ ＰＡ２/＿ＢＲＥＱ/＿ＷＡＩＴ ２０ ＰＡ１/＿ＢＡＣＫ/（ＲＤ/＿ＷＲ） 

２１ ＰＡ０/＿ＢＲＥＱＯ/＿ＢＳ-Ａ ２２ Ｐ４７ 

２３ Ｐ４６ ２４ Ｐ４５ 

２５ Ｐ４４ ２６ Ｐ４３ 

２７ Ｐ４２ ２８ Ｐ４１ 

２９ Ｐ４０ ３０ Ｎ．Ｃ 

３１ ＋３．３Ｖ ３２ ＋３．３Ｖ 

３３ ＧＮＤ ３４ ＧＮＤ 

 

【ＣＮ３】  ＪＴＡＧコネクタ ２．２．５４ｍｍ ピッチ ２列×７＝１４ピン  ７６１４－６００２ＳＣ（３Ｍ）実装済み 

ＪＴＡＧデバッカはここに接続します。ピン番号の数え方が他と異なるので注意願います。 

１ Ｐ６５/ＴＭＯ３/＿ＩＲＱ１３-Ｂ/ＴＣＫ ２ Ｐ６２/ＴＭＯ２/ＳＣＫ４/＿ＩＲＱ１０-Ｂ/

＿ＴＲＳＴ 

３ ＿ＷＤＴＯＶＦ/ＴＤＯ ４ ＿ＲＥＳ 

５ Ｐ６３/ＴＭＲＩ３/＿ＩＲＱ１１-Ｂ/ＴＭＳ ６ Ｐ６４/ＴＭＣＩ３/＿ＩＲＱ１２-Ｂ/ＴＤＩ 

７ ＿ＲＥＳ ８ ＧＮＤ 

９ ＧＮＤ １０ ＧＮＤ 

１１ ＋３．３Ｖ １２ ＧＮＤ 

１３ ＧＮＤ １４ ＧＮＤ 

 

【ＣＮ４ ＲＳ－２３２Ｃ－２】  

 

１   ＴＸＤＳ２ 

２   ＲＸＤＳ２ 

３   Ｎ．Ｃ 
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４   Ｎ．Ｃ 

５   Ｎ．Ｃ 

６   ＧＮＤ 

  

 基板搭載ピンヘッダ    Ｂ６Ｂ－ＥＨ （ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 対応ソケットハウジング ＥＨＲ－６  （ＪＳＴ 日本圧着端子）  

 対応ソケットコンタクト ＳＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６（ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 ●コンタクトは使用ピン数必要です。  

 

【ＣＮ５】  ２．５４ｍｍピッチ ２列×１７＝３４ピン  ピンヘッダは実装されておりません。  

１ ＰＨ７/Ｄ７ ２ ＰＨ６/Ｄ６ 

３ ＰＨ５/Ｄ５ ４ ＰＨ４/Ｄ４ 

５ ＰＨ３/Ｄ３ ６ ＰＨ２/Ｄ２ 

７ ＰＨ１/Ｄ１ ８ ＰＨ０/Ｄ０ 

９ Ｐ１２/ＳＣＫ２/＿ＤＡＣＫ０＃-Ａ/＿ＩＲＱ

２-Ａ 

１０ Ｐ１３/＿ＡＤＴＲＧ/＿ＩＲＱ３-Ａ 

１１ Ｐ１４/ＴｘＤ３/＿ＤＲＥＱ１-Ａ/ＩＲＱ４-

Ａ/ＴＣＬＫＡ-Ｂ/ＳＤＡ１ 

１２ Ｐ１５/ＲｘＤ３/＿ＴＥＮＤ１-Ａ/＿ＩＲＱ５

-Ａ/ＴＣＬＫＢ-ＢＳＣＬ１ 

１３ Ｐ１６/ＳＣＫ３/＿ＤＡＣＫ１-Ａ/＿ＩＲＱ６

-Ａ/ＴＣＬＫＣ-Ｂ/ＳＤＡ０ 

１４ Ｐ１７/＿ＡＮＤＳＴＲＧ/＿ＩＲＱ７-Ａ/ＴＣ

ＬＫＤ-Ｂ/ＳＣＬ０ 

１５ Ｐ２７/ＰＯ７/ＴＩＯＣＡ５/ＴＩＯＣＢ５ １６ Ｐ２６/ＰＯ６/ＴＩＯＣＡ５/ＴＭＯ１/ＴｘＤ

１ 

１７ Ｐ２５/ＰＯ５/ＴＩＯＣＡ４/ＴＭＣＩ１/Ｒｘ

Ｄ１ 

１８ Ｐ２４/ＰＯ４/ＴＩＯＣＡ４/ＴＩＯＣＢ４/Ｔ

ＭＲＩ１/ＳＣＫ１ 

１９ Ｐ２３/ＰＯ３/ＴＩＯＣＣ３/ＴＩＯＣＤ３/＿

ＩＲＱ１１-Ａ 

２０ Ｐ２２/ＰＯ２/ＴＩＯＣＣ３/ＴＭＯ０/ＴｘＤ

０/＿ＩＲＱ１０-Ａ 

２１ Ｐ２１/ＰＯ１/ＴＩＯＣＡ３/ＴＭＣＩ０/Ｒｘ

Ｄ０/＿ＩＲＱ９-Ａ 

２２ Ｐ２０/ＰＯ０/ＴＩＯＣＡ３/ＴＩＯＣＢ３/Ｔ

ＭＲＩ０/ＳＣＫ０/＿ＩＲＱ８-Ａ 

２３ ＰＤ０/Ａ０ ２４ ＰＤ１/Ａ１ 

２５ ＰＤ２/Ａ２ ２６ ＰＤ３/Ａ３ 

２７ ＰＤ４/Ａ４ ２８ ＰＤ５/Ａ５ 

２９ ＰＤ６/Ａ６ ３０ ＰＤ７/Ａ７ 

３１ +３．３Ｖ ３２ +３．３Ｖ 

３３ ＧＮＤ ３４ ＧＮＤ 

 

 

【ＣＮ６ ＲＳ－２３２Ｃ－４】 

 

  

１   ＴＸＤＳ４ 

２   ＲＸＤＳ４ 

３   ＲＭ 

４   ＤＲ 

５    

６   ＧＮＤ 

  

 基板搭載ピンヘッダ    Ｂ６Ｂ－ＥＨ （ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 対応ソケットハウジング ＥＨＲ－６  （ＪＳＴ 日本圧着端子）  

 対応ソケットコンタクト ＳＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６（ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 ●コンタクトは使用ピン数必要です。  

 
【ＣＮ７】電源 

 

１   +３．３Ｖ 

２   ＧＮＤ 

 基板搭載アングルピンヘッダ    Ｓ２Ｂ－ＥＨ （ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 対応ソケットハウジング  ＥＨＲ－２ （ＪＳＴ 日本圧着端子）  

 対応ソケットコンタクト  ＳＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６（ＪＳＴ 日本圧着端子） 

 コンタクトは２個必要です。 

 電源はリプル、ノイズのない３．０～３．３Ｖ ２００ｍＡ以上の電源を使用して下さい。 
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●各部の名称 
  ＪＰ１        ＬＥＤ Ｄ２          Ｈ－ＵＤＩ（ＪＴＡＧ）コネクタ 

 

   
 ディツプスイッチ ＲＳ２３２Ｃ-２ ＲＳ２３２Ｃ－４  電源（３．３Ｖ） リセットスイッチ   

   （フォースライタはここに接続） 

 

●書き込みソフト概要 

 
 本製品は開発セットＣＤに添付されている「ｆｒｗ１６２２．ｅｘｅ」でユーザープログラムのフラッシュＲＯＭへの書き込みができ
ます。手順は 

①ＵケーブルをＣＰＵボード ＣＮ６、Ｄ－ｓｕｂ９ピンコネクタをパソコン側ＲＳ２３２Ｃコネクタに挿入。 ※１ 

②ディツプスイッチ１を次項を参考に設定。 

③ｆｗｒ１６２２．ｅｘｅを立ち上げ。 

④ＣＯＭ番号を合わせます。 ※２ 

⑤電源３．３Ｖを入れます。 

⑥「ＦＷＲＩＴＥ」をクリックし、書き込みたい xxxx.motファイルを選択します。ダウンロード後、自動的に実行します。Ｕケーブルと

ＣＰＵボードの接続が正常であれば、書き込み中はＬＥＤ Ｄ２が点灯します。動作中は消えます。 

 
※１ ＵケーブルはパソコンのＵＳＢを使用します。 

   一番初めだけ、Ｕケーブルのデバイスドライバのインストゥールが必要です。詳細は開発セットをご参照願います。 

※２ ＣＯＭ番号の調べ方は弊社ホームページをご参照ください。 

 

●動作モード別ディツプスイッチの設定 

 
【 ＲＯＭ書き込み、動作 】 
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ＢＣＨ８ＳＸ１６２２はディツプスイッチ１（１:ＭＤ０ Ｌレベル固定、２:ＭＤ０ 、３：ＭＤ２、４:ＮＣ）の設定で以下のように

動作モードが決定します。 

動作モード １：ＭＤ０ 

Ｌ固定 

２：ＭＤ０ ３：ＭＤ２ ４： 

モード６（拡張モード６） ＯＮ ※ ＯＦＦ ※ 

モード３（シングルチップモード） ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ※ 

モード２（フラッシュＲＯＭ書き込み、ブートモード） ※ ＯＮ ＯＮ ※ 

※どちらでもよい ＭＤ１＝１固定。 

 

 拡張モード６は内蔵ＲＯＭ有効で、アドレスバス、データバスが外部に出力されます。シングルチップモードは全ポートがＩ／Ｏとし

て使用できます。フォースライタを使ったフラッシュＲＯＭ書き込み、動作のデバック時はモード２の設定にします。 

内部ＲＯＭ書き込み禁止は３：ＭＤ２をＯＦＦにします。 

 

●ＪＴＡＧデバック 
 ＪＴＡＧデバックを行う場合のディップスイッチ設定は上記モード６またはモード３を選択します。 

さらに、ＪＰ１のショートバーを出荷時設定３－４間ショートから１－２間ショートに差し替えてください。 

  

 ＪＴＡＧデバッカはＥ１０－ＵＳＢ（株式会社ルネサステクノロジ）、ＤＲ－０１（ビットラン株式会社）での動作を確認しています。

なお、ＪＴＡＧコネクタ(１４ピン）ＣＮ２ は実装済みで、型名：７６１４－６００２ＳＣ メーカー：３Ｍ です。 

 

●コネクタ、ソケットのお問い合わせ 
本ボードは基板側にオムロン社 ＸＧ８Ｗシリーズの２．５４ｍｍピッチ２列ピンヘッダが使用できます。 

例：ＣＮ１：ピンヘッダ  

 オムロン ＸＧ８Ｗ－４０３１   対応ソケット例 オムロン ＸＧ４Ｍ－４０３０－Ｔ 

ＣＮ２：ピンヘッダ 

  オムロン ＸＧ８Ｗ－３４３１   対応ソケット例 オムロン ＸＧ４Ｍ－３４３０－Ｔ 

ＣＮ５：ピンヘッダ 

  オムロン ＸＧ８Ｗ－３４３１   対応ソケット例 オムロン ＸＧ４Ｍ－３４３０－Ｔ 

 

オムロン社以外でも２．５４ｍｍピッチ２列のピンヘッダであれば使用可能です。個々のメーカーにつきましてはユーザー様でご検討

下さい。ＣＮ４、ＣＮ６、ＣＮ７コネクタは日本圧着端子製造のＥＨシリーズを使用しています。 

各コネクタ形状の確認などは下記ホームページで可能です。 

会社名 ホームページ 

オムロン ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｍｒｏｎ．ｃｏ．ｊｐ／ｉｂ－ｉｎｆｏ／ 

日本圧着端子製造 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｓｔ－ｍｆｇ．ｃｏｍ／ 

なお、これらコネクタ、ハーネスアッシーなどの入手、ご注文は下記お問い合わせ欄のサンデン商事でも可能です。 

 

●使用上のご注意 
1) 環境の悪いところ（ノイズ、油、ほこり、塵、５０℃以上の高温、零下）での使用はお止め下さい。 

 

●お問い合わせ 
 ＢＣＨ８ＳＸ１６２２ ＣＰＵボード についてのお問い合わせは以下にお願い致します。 

お問い合わせ内容 会社名 電話番号 ＦＡＸ番号 

開発、販売、カスタ

ム対応 

有限会社ビーリバーエレクトロニクス ０４２－９８５－６９８２ ０４２－９８５－６７２０ 

販売代理店、部品 サンデン商事株式会社（担当：譜久山 

ふくやま） 

０３－５８１８－７７５１ ０３－５８１８－６６３０ 

ハードウエアマニ

ュアル、プログラミ

ングマニュアルな

どの入手先 

株式会社 ルネサステクノロジ 

 

ネットからの申し込みに一元

化されました。ルネサスのホ

ームページよりお申し込み願

います。 
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各会社のホームページ、住所、他 

会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他 

有限会社ビーリバ

ーエレクトロニク

ス 

 

http://beriver.co.jp/ 

〒３５０－１２１３ 

埼玉県日高市高萩１１４１－

１ 

ハードウエア設計、製造元 

サンデン商事株式

会社    

http://www.sandenshoji.co.jp 

 

 

〒１０１－００２１    

東京都千代田区外神田６－１

２－３ ビックウエストビル

３号館４Ｆ 

秋葉原地区代理店、各種部品、

ハーネスアッシーなど販売 

株式会社 ルネサス

テクノロジ カス

タマサポートセン

タ 

http://www.renesas.com/jpn/ 〒１００－０００４    東

京都千代田区大手町２－６－

２（日本ビル） 

ハードウエアマニュアル、プ

ログラミングマニュアル入手

先 

 

 

■ＢＣＨ８ＳＸ１６２２外形寸法図 

 

 
 


